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 製造業の業況はやや厳しさが和らいでいます。小売業の業況は非常に大きく悪化に転じ

ています。サービス業の業況は前期同様の水準が続いています。卸売業の業況はわずかに

好調感が後退しており、不動産業の業況は前期並みの良好感が続いています。 

 

 

 

 

前期 
 

14.4 小売業の業況は非常に大きく悪化に転じています。DI 値は、文京区で

は 19.3 ポイント減の-4.9、全都では 3 ポイント減の-14 です。文京区

の各項目をみると、売上額は 12.2 ポイント減の 8.3 と大きく増加幅が

縮小し、収益は 14.2 ポイント減の-1.4 と大きく水面下に落ち込んでい

ます。来期の業況は今期同様の厳しさが続く見込みですが、売上額は好調

さを強め、収益はわずかに好転する見込みです。 

今期 
 

-4.9 

来期 
 

-4.9 

 

前期 
 

15.4 サービス業の業況は前期同様の水準が続いています。DI 値は、文京区

では 0.5 ポイント減の 14.9、全都では 1 ポイント減の-2 です。文京

区の各項目をみると、売上額は 7.2 ポイント減の17.4 と増加傾向が後

退し、収益は 4.3 ポイント減の 9.0 とやや増加幅が縮小しています。来

期の業況はわずかに良好感が強まると予測され、売上額、収益ともに若

干増加傾向が強まる見込みです。 

今期 
 

14.9 

来期 
 

19.0 

 

 

 

前期 
 

13.4 

今期 
 

10.3 

来期 
 

-9.1 

 
 

スポット君

景気予報

製造業 20以上 19 ～ 10 9 ～ 0 -1～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31以下

小売業 10以上 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11～ -20 -21 ～ -30 -31 ～ -40 -41以下

サービス業 15以上 14 ～ 5 4 ～ -5 -6 ～ -15 -16 ～ -25 -26 ～ -35 -36以下

卸売業 20以上 19 ～ 10 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31以上

不動産業 10以上 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31 ～ -40 -41以下

好調　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　　　　　不調

スポット君

景気予報

製造業 20以上 19 ～ 10 9 ～ 0 -1～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31以下

小売業 10以上 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11～ -20 -21 ～ -30 -31 ～ -40 -41以下

サービス業 15以上 14 ～ 5 4 ～ -5 -6 ～ -15 -16 ～ -25 -26 ～ -35 -36以下

卸売業 20以上 19 ～ 10 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31以上

不動産業 10以上 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31 ～ -40 -41以下

好調　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　　　　　不調

スポット君

景気予報

製造業 20以上 19 ～ 10 9 ～ 0 -1～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31以下

小売業 10以上 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11～ -20 -21 ～ -30 -31 ～ -40 -41以下

サービス業 15以上 14 ～ 5 4 ～ -5 -6 ～ -15 -16 ～ -25 -26 ～ -35 -36以下

卸売業 20以上 19 ～ 10 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31以上

不動産業 10以上 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31 ～ -40 -41以下

好調　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　　　　　不調

前期 
 

-4.3 製造業の業況はやや厳しさが和らいでいます。DI 値は、文京区では 2.8

ポイント増の-1.5、全都では 2 ポイント減の-9です。文京区の各項目を

みると、売上額は 6.9 ポイント増の 0.7 と好転し、収益は 0.2 ポイント

減の 0.4 と前期同様の水準になっています。来期の業況は好調に転じる

見込みです。一方で、売上額、収益はともに減少に転じる見込みです。 

今期 
 

 

-1.5 

 

来期 
 

1.6 

前期 
 

29.9 

今期 
 

28.9 

来期 
 

28.9 

有効回答事業所数 

製造業 52 

小売業 22 

サービス業 28 

卸売業 15 

不動産業 12 

スポット君

景気予報

製造業 20以上 19 ～ 10 9 ～ 0 -1～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31以下

小売業 10以上 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11～ -20 -21 ～ -30 -31 ～ -40 -41以下

サービス業 15以上 14 ～ 5 4 ～ -5 -6 ～ -15 -16 ～ -25 -26 ～ -35 -36以下

卸売業 20以上 19 ～ 10 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31以上

不動産業 10以上 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31 ～ -40 -41以下

好調　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　　　　　不調

スポット君

景気予報

製造業 20以上 19 ～ 10 9 ～ 0 -1～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31以下

小売業 10以上 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11～ -20 -21 ～ -30 -31 ～ -40 -41以下

サービス業 15以上 14 ～ 5 4 ～ -5 -6 ～ -15 -16 ～ -25 -26 ～ -35 -36以下

卸売業 20以上 19 ～ 10 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31以上

不動産業 10以上 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31 ～ -40 -41以下

好調　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　　　　　不調

スポット君

景気予報

製造業 20以上 19 ～ 10 9 ～ 0 -1～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31以下

小売業 10以上 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11～ -20 -21 ～ -30 -31 ～ -40 -41以下

サービス業 15以上 14 ～ 5 4 ～ -5 -6 ～ -15 -16 ～ -25 -26 ～ -35 -36以下

卸売業 20以上 19 ～ 10 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31以上

不動産業 10以上 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31 ～ -40 -41以下

好調　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　　　　　不調

 
 

文京区今期の特徴点 
令和６年 １０月～１２月 

調査時期  ６年１２月中旬 

調査方法   面接聴取 

【製造業】 

【小売業】 

【サービス業】 

【卸売業】 【不動産業】 

スポット君

景気予報

製造業 20以上 19 ～ 10 9 ～ 0 -1～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31以下

小売業 10以上 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11～ -20 -21 ～ -30 -31 ～ -40 -41以下

サービス業 15以上 14 ～ 5 4 ～ -5 -6 ～ -15 -16 ～ -25 -26 ～ -35 -36以下

卸売業 20以上 19 ～ 10 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31以上

不動産業 10以上 9 ～ 0 -1 ～ -10 -11 ～ -20 -21 ～ -30 -31 ～ -40 -41以下

好調　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　　　　　不調
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業 況 

製造業の業況はやや厳しさが和らいでいる。DI値は、文京区では 2.8 ポイント増の-1.5、全都では

2ポイント減の-9 である。文京区の各項目をみると、売上額は 6.9 ポイント増の 0.7 と好転し、受注

残は 2.4 ポイント減の-0.6 と水面下に落ち込んでいる。収益は 0.2 ポイント減の 0.4 と前期同様の水

準である。来期の業況は 3.1 ポイント増の 1.6 と好調に転じると予測される。売上額は 4.0 ポイント

減の-3.3 と減少に転じ、受注残は 8.4 ポイント増の 7.8 と増加に転じ、収益は 2.3 ポイント減の-1.9

と減少に転じる見込みである。 

価格・在庫動向 

販売価格は 3.0 ポイント減の 22.7 とわずかに上昇幅が縮小し、原材料価格は 10.3 ポイント減の

48.1 と大幅に上昇が弱まっている。原材料在庫数量は 1.8 ポイント減の 4.8 と前期同様の過剰感が続

いている。来期の販売価格は 2.6 ポイント減の 20.1 とわずかに上昇幅が縮小し、原材料価格は 7.3 ポ

イント減の 40.8 と上昇が弱まると予測される。原材料在庫数量は、1.3 ポイント減の 3.5 と今期同様

の過剰感が続く見込みである。 

資金繰り・借入金動向 

借入難易度は 2.4 ポイント減の-6.3 とわずかに厳しさが増し、資金繰りは 4.9 ポイント増の 0.9 と

窮屈感を脱している。「借入をした／借入の予定あり」と回答した企業の割合は 6.7 ポイント減の

19.2％と減少している。来期の資金繰りは 2.6 ポイント減の-1.7 と厳しい状況に転じると予測され

る。来期に「借入をした／借入の予定あり」と回答する企業の割合は 2.0 ポイント増の 21.2％とわず

かに増加する見込みである。 

経営上の問題点・重点経営施策 
 

 経営上の問題点は、「売上の停滞・減少」が 38.5％で 1位、「原材料高」が 30.8％で 2位、「人手

不足」が 25.0％で 3位となっている。「売上の停滞・減少」及び「原材料高」は 2 年間、継続して 

1 位ないし 2位を占め、常時高い値となっている。 

重点経営施策は、「販路を広げる」が 51.9％で 1位、「経費を節減する」が 40.4％で 2位、「人材

を確保する」が 26.9％で 3位となっている。「販路を広げる」及び「経費を節減する」は 2年間、継

続して 1 位ないし 2位を占め、常時高い値となっている。 

製 造 業 
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業種別動向 
 

（１） 精密機械器具 

有効回答事業所数が 0によりデータなし。全都の DI 値は 3ポイント減の 0となっている。 

 

（２）－１ 出版・製本業 

出版・製本業の業況は大きく悪化幅が拡大している。DI 値は、文京区では 13.9 ポイント減の 

-48.4、全都では 1ポイント減の-27 である。文京区の各項目を見ると、売上額は 0.9 ポイント減の 

-31.2 と前期並みの減少が続き、受注残は 14.3 ポイント減の-19.9 と大きく減少幅が拡大し、収益は

4.2 ポイント増の-38.2 とわずかに持ち直している。 

販売価格は 0.7 ポイント増の 26.7、原材料価格は 0.2 ポイント増の 53.3 と、ともに横ばいである。

原材料在庫数量は 14.2 ポイント減の 0.9 と大きく過剰感が改善している。借入難易度は-30.0 と前期

同様の厳しさが続き、資金繰りは 9.7 ポイント増の-18.4 と窮屈感が緩和している。 

来期の業況は 28.8 ポイント増の—19.6 と非常に大きく悪化幅が縮小すると予測される。売上額は

0.3 ポイント減の-31.5 と今期並みの減少が続き、受注残は 7.4 ポイント増の-12.5、収益は 9.8 ポイ

ント増の-28.4 と、ともに減少幅が縮小する見込みである。来期の販売価格は 1.8 ポイント減の 24.9

とほぼ横ばいで推移し、原材料価格は 8.2 ポイント減の 45.1 と上昇が弱まると予測される。原材料在

庫数量は 0.6 ポイント減の 0.3 と適正水準が続き、資金繰りは 0.5 ポイント増の-17.9 と今期同様の窮

屈感が続く見込みである。 

経営上の問題点は、「売上の停滞・減少」が 72.7％で 1位、「原材料高」が 54.5％で 2位、「利幅

の縮小」が 36.4％で 3位となっている。「売上の停滞・減少」は 2年間、継続して 1位であり、常時

高い値となっている。「輸入製品との競争の激化」が、この 2年間で初めて姿を現した。 

重点経営施策は、「経費を節減する」が 72.7％で 1位、「販路を広げる」が 63.6％で 2位、「情報

力を強化する」が 54.5％で 3 位となっている。また、「人材を確保する」が今期再び姿を消してい

る。 

 

（２）－２ 印刷・製版業 

印刷・製版業の業況は非常に良好感が強まっている。DI 値は、文京区では 24.5 ポイント増の

24.4、全都では 3ポイント増の-11 である。文京区の各項目を見ると、売上額は 33.2 ポイント増の 

26.3 と非常に大きく増加へ転じ、受注残は 10.1 ポイント増の 7.9 と大きく減少から増加に転じてい

る。収益は 4.1 ポイント減の 15.9 とわずかに後退している。 
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販売価格は 16.8 ポイント減の 21.5 と大きく上昇幅が縮小し、原材料価格は 23.5 ポイント減の 40.8

と非常に大きく上昇が弱まっている。原材料在庫数量は 4.6 ポイント増の 10.0 とわずかに過剰感が強

まっている。借入難易度は 6.2 ポイント減の 12.5 と容易さが弱まり、資金繰りは 9.0 ポイント増の 

-2.0 と厳しさが和らいでいる。 

来期の業況は 9.8 ポイント減の 14.6 と悪化が見込まれる。売上額は 12.2 ポイント減の 14.1 と大き

く増加幅が縮小し、受注残は 8.2 ポイント増の 16.1 と増加傾向を強め、収益は 13.3 ポイント減の 2.6

と大きく増加傾向が弱まる見込みである。来期の販売価格は 10.1 ポイント減の 11.4 と大きく上昇幅

が縮小し、原材料価格は 5.6 ポイント減の 35.2 と上昇が弱まると予測される。原材料在庫数量は 1.2

ポイント増の 11.2 と今期並みの過剰感が続き、資金繰りは 2.1 ポイント減の-4.1 とわずかに厳しさが

増す見込みである。 

経営上の問題点は、「人件費の増加」が 37.5％で 1位、「人手不足」が 31.3％で 2位、「売上の停

滞・減少」が 25.0％で 3位となっている。「下請の確保難」は、この 2年間で初めて登場した。 

重点経営施策は、「販路を広げる」が 56.3％で 1位、「人材を確保する」が 43.8％で 2位、「経費を

節減する」が 31.3％で 3位となっている。「提携先をみつける」は、この 2年間で初めて登場した。  
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業 況 

小売業の業況は非常に大きく悪化に転じている。DI 値は、文京区では 19.3 ポイント減の-4.9、全都

では 3ポイント減の-14 である。文京区の各項目をみると、売上額は 12.2 ポイント減の 8.3 と大きく

増加幅が縮小し、収益は 14.2 ポイント減の-1.4 と大きく水面下に落ち込んでいる。来期の業況は-4.9

と今期同様の厳しさが続く見込みである。売上額は 6.3 ポイント増の 14.6 と好調さを強め、収益は

2.3 ポイント増の 0.9 とわずかに好転する見込みである。 

価格・在庫動向 

販売価格は 15.9 ポイント増の 43.1 と大きく上昇幅が拡大し、仕入価格は 4.1 ポイント増の 43.8 と

やや上昇が強まっている。在庫数量は 3.3 ポイント増の 7.6 とわずかに過剰感が強まっている。来期

の販売価格は 17.3 ポイント減の 25.8 と大きく上昇が弱まり、仕入価格は 6.7 ポイント減の 37.1 と上

昇幅が縮小すると予測される。在庫数量は 0.7 ポイント減の 6.9 と今期同様の過剰感が続く見込みで

ある。 

資金繰り・借入金動向 

借入難易度は 4.8 ポイント減の-11.1 と若干厳しさが増し、資金繰りは 3.8 ポイント増の 3.9 とやや

改善している。「借入をした／借入の予定あり」と回答した企業の割合は前期同様に 0.0％である。来

期の資金繰りは 3.9 と今期同様の水準と予測される。来期に「借入をした／借入の予定あり」と回答

する企業の割合は 0.0％と今期と同じ見込みである。 

経営上の問題点・重点経営施策 

経営上の問題点は、「売上の停滞・減少」「利幅の縮小」がともに 40.9％で 1位、「仕入先からの

値上げ要請」が 22.7％で 3位、「人手不足」「大型店との競争の激化」がともに 18.2％で 4位となっ

ている。前期に姿を消した「人件費の増加」は今期再び登場している。 

重点経営施策は、「経費を節減する」が 54.5％で 1位、「品揃えを改善する」が 31.8％で 2位、

「宣伝・広告を強化する」「仕入先を開拓・選別する」がともに 18.2％で 3位となっている。「商店

街事業を活性化させる」は、この 2年間で初めて登場した。 

 

小 売 業 
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業種別動向 
 

（１） 衣服・呉服・身の回り品 

衣服・呉服・身の回り品の業況はかなり悪化傾向が強まっている。DI 値は、文京区では 15.6 ポイン

ト減の-26.5、全都では前期と同じく-27 である。文京区の各項目を見ると、売上額は 9.7 ポイント増

の-5.1、収益は 11.0 ポイント増の-5.9 と、ともに大きく減少幅が縮小している。 

販売価格は 2.7 ポイント減の 20.5 とやや上昇幅が縮小し、仕入価格は 16.6 ポイント増の 38.6 と大

きく上昇が強まっている。在庫数量は 10.8 ポイント増の 38.9 とかなり過剰感が強まっている。借入

難易度は 0.0 と前期並みの容易さであり、資金繰りは 1.0 ポイント減の-5.0 と前期同様の厳しさであ

る。 

来期の業況は 5.1 ポイント減の-31.6 と悪化幅が拡大すると予測される。売上額は 20.1 ポイント増

の 15.0 と極端に増勢に転じ、収益は 0.5 ポイント増の-5.4 と今期並みの減少が続くと見込まれてい

る。来期の販売価格は 18.7 ポイント減の 1.8、仕入価格は 18.3 ポイント減の 20.3 と、ともに大きく

上昇幅が縮小すると予測される。在庫数量は 0.8 ポイント減の 38.1 と今期同様の過剰感が続き、資金

繰りは 2.6 ポイント減の-7.6 とわずかに厳しさが増すと見込まれている。 

経営上の問題点は、「売上の停滞・減少」が 75.0％で 1位、「大型店との競争の激化」「取引先の

減少」「商店街の集客力の低下」「天候の不順」がいずれも 25.0％で 2位となっている。「取引先の

減少」はこの 2年で初めて回答に挙がっている。 

重点経営施策は、「品揃えを改善する」「経費を節減する」がともに 50.0％で 1位、「新しい事業

を始める」「仕入先を開拓・選別する」「売れ筋商品を取り扱う」がいずれも 25.0％で 3位となって

いる。「仕入先を開拓・選別する」が 7期ぶりの登場となったほか、前々期まで 2 年継続して回答の

あった「宣伝・広告を強化する」は今期も回答に挙がっていない。 

 

（２） 飲食料品 

飲食料品の業況はわずかに良好感が強まっている。DI値は、文京区では 3.4 ポイント増の 35.7、全都

では 2 ポイント減の-13 である。文京区の各項目を見ると、売上額は 23.0 ポイント増の 48.8 と非常に

大きく増加幅が拡大し、収益は 0.9 ポイント減の 14.2 と前期並みの増益が続く。 

販売価格は 72.7 ポイント増の 70.1 と極端に上昇へと転じ、仕入価格は 37.7 ポイント増の 75.4 と非

常に大きく上昇傾向を強めている。在庫数量は 6.1 ポイント増の 3.8 と在庫過剰に転じている。借入難

易度は 0.0 と前期から変化なく、資金繰りは 13.4 ポイント減の 15.2 と大きく容易さが弱まっている。 

来期の業況は 10.2 ポイント減の 25.5 と大きく良好感が後退すると見込まれている。売上額は 4.8 ポ

イント減の 44.0 とわずかに増加傾向が後退し、収益は 8.3 ポイント減の 5.9 と増加幅が縮小すると見
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込まれている。来期の販売価格は 46.9 ポイント減の 23.2 と非常に大きく上昇幅が縮小し、仕入価格は

14.1 ポイント減の 61.3 と大きく上昇が弱まると予測される。在庫数量は 0.3 ポイント減の 3.5 と今期

並みの過剰感が続き、資金繰りは 3.3 ポイント増の 18.5 とわずかに容易さが強まる見込みである。 

経営上の問題点は、「利幅の縮小」が 60.0％で 1位、「売上の停滞・減少」「人手不足」「同業者間の

競争の激化」「販売納入先からの値下げ要請」「仕入先からの値上げ要請」「商店街の集客力の低下」が

いずれも 20.0％で 2位となっている。「販売納入先からの値下げ要請」は、7期ぶりの登場となってい

る。 

重点経営施策は、「品揃えを改善する」「経費を節減する」「仕入先を開拓・選別する」が 40.0％で 

1 位、「新しい事業を始める」「売れ筋商品を取り扱う」「商店街事業を活性化させる」「機械化を推進す

る」がいずれも 20.0％で 4位となっている。2年継続して回答のあった「宣伝・広告を強化する」が

今期姿を消している。一方で「商店街事業を活性化させる」は、この 2年で初めて回答に挙がった。 

 

（３） 家電・家庭用機械 

家電・家庭用機械の業況はわずかに持ち直している。DI 値は、文京区では 3.1 ポイント増の-4.8、

全都では 6ポイント減の-16 である。文京区の各項目を見ると、売上額は 9.4 ポイント減の-9.5 と大

きく減少幅が拡大し、収益は 8.6 ポイント増の-1.7 と減少が一服している。 

販売価格は 21.5 ポイント減の 22.5、仕入価格は 23.7 ポイント減の 26.6 と、ともに非常に大きく上

昇幅が縮小している。在庫数量は 1.3 ポイント増の 1.6 と適正水準が続いている。借入難易度は 0.0

ポイントと前期同様の状況であり、資金繰りも 1.4 ポイント増の 0.3 と横ばいである。 

来期の業況は 2.8 ポイント減の-7.6 とわずかに悪化が強まると予測される。売上額は 2.8 ポイント

減の-12.3 とわずかに減少を強め、収益は 5.9 ポイント減の-7.6 と減少幅が拡大する見込みである。

来期の販売価格は 1.1 ポイント減の 21.4、仕入価格は 1.3 ポイント減の 25.3 と、ともに今期並みの上

昇が続くと予測される。在庫数量は今期と同じく 1.6 と適正水準が続き、資金繰りも 0.3 と今期同様

の見込みである。 

経営上の問題点は、「大型店との競争激化」が 50.0％で 1位、「同業者間の競争の激化」「利幅の

縮小」「販売納入先からの値下げ要請」「仕入先からの値上げ要請」がいずれも 25.0％で 2位となっ

ている。「大型店との競争激化」は 2年間、継続して 1位または 2位を占め、常時高い値となってい

る。また、「問題なし」は 25.0％となっている。 

重点経営施策は、「品揃えを改善する」「経費を節減する」「宣伝・広告を強化する」「売れ筋商

品を取り扱う」「人材を確保する」がいずれも 25.0％で 1位となっている。「人材を確保する」は、

令和 5年 10 月〜12月期以降、5期連続して回答に挙がっている。また、「特になし」は 50.0％となっ

ている。  
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業 況 

サービス業の業況は前期同様の水準が続いている。DI値は、文京区では 0.5 ポイント減の 14.9、全

都では 1 ポイント減の-2である。文京区の各項目をみると、売上額は 7.2 ポイント減の 17.4 と増加傾

向が後退し、収益は 4.3 ポイント減の 9.0 とやや増加幅が縮小している。来期の業況は 4.1 ポイント

増の 19.0 とわずかに良好感が強まると予測される。売上額は 3.3 ポイント増の 20.7、収益は 4.6 ポイ

ント増の 13.6 と、ともに若干増加傾向が強まる見込みである。 

価格動向 

料金価格は 15.3 ポイント減の 16.7 と大きく上昇幅が縮小し、材料価格は 6.9 ポイント増の 46.3 と

上昇傾向を強めている。来期の料金価格は 8.3 ポイント減の 8.4 とさらに上昇幅が縮小し、材料価格

は 0.6 ポイント増の 46.9 と今期並みの上昇が続く見込みである。 

資金繰り・借入金動向 

借入難易度は 5.1 ポイント減の 9.1 と容易さが弱まり、資金繰りは 2.6 ポイント減の-1.7 と窮屈感

が現れている。「借入をした／借入の予定あり」と回答した企業の割合は 7.2 ポイント増の 28.6％で

ある。来期の資金繰りは、1.7 ポイント減の-3.4 と今期同様変わらない状況と予測される。来期に

「借入をした／借入の予定あり」と回答する企業の割合は 13.8 ポイント減の 14.8％の見込みである。 

経営上の問題点・重点経営施策 

経営上の問題点は、「人手不足」が 46.4％で 1位、「材料価格の上昇」が 35.7％で 2位、「同業者

間の競争の激化」が 32.1％で 3位となっている。「人手不足」は 2年間、継続して 1位または 2位を

占め、常時高い値となっている。 

重点経営施策は、「経費を節減する」が 39.3％で 1位、「人材を確保する」が 35.7％で 2位、「宣

伝・広告を強化する」が 32.1％で 3位となっている。前期に姿を消した「提携先を見つける」は今期

も引き続き回答に挙がっていない。一方で、前期に姿を消した「パート化を図る」は今期再び姿を現

している。 

 

サービス業 
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業 況 

卸売業の業況はわずかに好調感が後退している。DI 値は、文京区では 3.1 ポイント減の 10.3、全都

では 4ポイント減の-9である。文京区の各項目をみると、売上額は 8.9 ポイント増の 29.1 と好調さを

強め、収益は 7.4 ポイント増の 7.2 と増勢に転じている。来期の業況は 19.4 ポイント減の-9.1 と大き

く悪化に転じると予測される。売上額は 15.1 ポイント減の 14.0 と大きく増加幅が縮小し、収益は 4.6

ポイント減の 2.6 とやや増加傾向が後退すると見込まれている。 

価格・在庫動向 

販売価格は 3.6 ポイント増の 27.0 とわずかに上昇幅が拡大し、仕入価格は 5.5 ポイント増の 43.7

と上昇傾向を強めている。在庫数量は 6.4 ポイント減の 0.0 と過剰感が改善している。来期の販売価

格は 7.2 ポイント減の 19.8 と上昇幅が縮小、仕入価格は 11.2 ポイント減の 32.5 と大きく上昇が弱ま

ると予測される。在庫数量は 7.9 ポイント増の 7.9 と過剰感が現れる見込みである。 

資金繰り・借入金動向 

借入難易度は 5.9 ポイント増の 0.0 と改善しており、資金繰りは 3.3 ポイント減の 2.4 とやや容易さ

が弱まっている。「借入をした／借入の予定あり」と回答した企業の割合は 5.0 ポイント減の 20.0％で

ある。来期の資金繰りは、5.1 ポイント減の-2.7 と厳しい状況に転じると予測される。来期に「借入を

した／借入の予定あり」と回答する企業の割合は 13.3 ポイント増の 33.3％の見込みである。 

経営上の問題点・重点経営施策 

経営上の問題点は、「売上の停滞・減少」が 40.0％で 1位、「仕入先からの値上げ要請」が 26.7％

で 2位、「人手不足」「人件費の増加」がともに 20.0％で 3位となっている。前期に姿を消した「同

業者間の競争の激化」は今期再び回答に挙がっている。前期まで 5期連続して回答に挙がっていた

「合理化の不足」が今期姿を消した。 

重点経営施策は、「経費を節減する」が 66.7％で 1位、「販路を広げる」が 53.3％で 2位、「情報

力を強化する」「人材を確保する」がともに 13.3％で 3位となっている。「経費を節減する」または

「販路を広げる」で 2年間継続して、1位ないし 2位を占めている。 

卸売業 
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業 況 

 

不動産業の業況は前期並みの良好感が続いている。DI値は、文京区では 1.0 ポイント減の 28.9、全

都では 1 ポイント増の 8である。文京区の各項目をみると、売上額は 8.0 ポイント減の 19.3 と増加傾

向が後退し、収益は 1.2 ポイント減の 26.0 と前期並みの増益となっている。来期の業況は 28.9 と今

期同様の水準となる予測である。売上額は 7.5 ポイント減の 11.8 と増加幅が縮小、収益は 15.6 ポイ

ント減の 10.4 と大きく増加傾向が後退すると見込まれている。 

価格・在庫動向 

販売価格は 3.8 ポイント増の 41.6 とわずかに上昇傾向を強めている。仕入価格は 16.0 ポイント増

の 39.0 と大きく上昇幅が拡大している。在庫数量は 9.4 ポイント増の-5.7 と不足感が緩和している。

来期の販売価格は 2.5 ポイント増の 44.1 とやや上昇幅が拡大し、仕入価格は 1.3 ポイント減の 37.7

と今期並みの上昇が続くと予測されている。在庫数量は 1.4 ポイント増の-4.3 と今期同様の品薄感が

続く見込みである。 

資金繰り・借入金動向 

借入難易度は 22.2 ポイント減の-22.2 と極端に厳しさが増している。資金繰りは 7.4 ポイント減の

12.6 と容易さが弱まっている。「借入をした／借入の予定あり」と回答した企業の割合は 5.3 ポイン

ト増の 41.7％である。来期の資金繰りは 1.0 ポイント減の 11.6 と今期同様の水準と予測され、「借入

をした／借入の予定あり」と回答する企業の割合は、8.3 ポイント増の 50.0％の見込みである。 

経営上の問題点・重点経営施策 

経営上の問題点は、「人手不足」「商品物件の不足」「商品物件の高騰」がいずれも 33.3％で 

1 位、「売上の停滞・減少」「人件費の増加」がともに 16.7%で 4 位、「大手企業との競争の激化」

「同業者間の競争の激化」がともに 8.3％で 6位となっている。「商品物件の不足」は 2年間継続して

1位ないしは 2位のいずれかであり、常時高い値となっている。 

重点経営施策は、「情報力を強化する」が 50.0％で 1 位、「販路を広げる」「宣伝・広告を強化す

る」がともに 33.3%で 2位、「人材を確保する」が 25.0％で 4位となっている。「情報力を強化す

る」は 2 年間継続して 1位ないしは 2位のいずれかであり、常時高い値となっている。 

不動産業 
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中小企業景況調査 比較表                令和６年１０月～１２月期 

製造業 

 

[今期の景況] 

 

 

[来期の景況見通し] 

 

 

＊季節変動調整済 DI 値を表示している項目。業況、売上額、受注残、収益、販売価格、原材料価格、原材料在庫、 

資金繰り 

＊単純 DI 値を表示している項目。雇用面、同期比、借入の難易度 

＊企業割合(%)を表示している項目。経営上の問題点、重点経営施策 
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小売業 

 

［今期の景況］ 

 

 

[来期の景況見通し] 

 
 

＊季節変動調整済 DI 値を表示している項目。業況、売上額、収益、販売価格、仕入価格、在庫、資金繰り 

＊単純 DI 値を表示している項目。雇用面、同期比、借入の難易度 

＊企業割合(%)を表示している項目。経営上の問題点、重点経営施策 
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サービス業 

 
［今期の景況］ 

 

 

[来期の景況見通し] 

 
 

＊季節変動調整済 DI 値を表示している項目。業況、売上額、収益、料金価格、材料価格、資金繰り 

＊単純 DI 値を表示している項目。雇用面、同期比、借入の難易度 

＊企業割合(%)を表示している項目。経営上の問題点、重点経営施策 
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卸売業 

 
［今期の景況］ 

 

 

[来期の景況見通し] 

 
 

＊季節変動調整済 DI 値を表示している項目。業況、売上額、収益、販売価格、仕入価格、在庫、資金繰り 

＊単純 DI 値を表示している項目。雇用面、同期比、借入の難易度 

＊企業割合(%)を表示している項目。経営上の問題点、重点経営施策 

 



25 

不動産業 

 
［今期の景況］ 

 

 

[来期の景況見通し] 

 

 

＊季節変動調整済 DI 値を表示している項目。業況、売上額、収益、販売価格、仕入価格、在庫、資金繰り 

＊単純 DI 値を表示している項目。雇用面、同期比、借入の難易度 

＊企業割合(%)を表示している項目。経営上の問題点、重点経営施策 
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製造業        中小企業景況調査   転記表   No.1  令和６年１０月～１２月期 

地域名：文京区 

中分類：業種合計                       注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 

 
各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 
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製造業       中小企業景況調査   転記表   No.2   令和６年１０月～１２月期 
地域名：文京区 

中分類：業種合計                       注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 
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小売業      中小企業景況調査   転記表   No.1   令和６年１０月～１２月期 

地域名：文京区 

中分類：業種合計                       注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 
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小売業      中小企業景況調査   転記表   No.2   令和６年１０月～１２月期 
地域名：文京区 

中分類：業種合計                       注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 
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サービス業     中小企業景況調査   転記表   No.1   令和６年１０月～１２月期 

地域名：文京区 

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 
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サービス業     中小企業景況調査   転記表   No.2   令和６年１０月～１２月期 
地域名：文京区 

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 
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卸売業      中小企業景況調査   転記表   No.1    令和６年１０月～１２月期 
地域名：文京区 

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 
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卸売業      中小企業景況調査   転記表   No.2    令和６年１０月～１２月期 
地域名：文京区 

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 
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不動産業    中小企業景況調査   転記表   No.1    令和６年１０月～１２月期 
地域名：文京区 

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 
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不動産業    中小企業景況調査   転記表   No.2    令和６年１０月～１２月期 
地域名：文京区 

中分類：業種合計                        注：各項目の右側は、前期調査における予想（計画）値です。 
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本調査結果の特徴 

① ２０２５年(令和 7年)の景気見通しについて、全業種では 44.4%が「普通」と見通す一方、「やや悪い」が 34.1%で次に多く、悲

観的な見方が強い。「良い」「やや良い」の合計は 14.1%に留まり慎重な姿勢が見られる。「非常に良い」「非常に悪い」といっ
た極端な回答はない。業種別では、「不動産業」は「良い」「やや良い」の合計が 41.6%と高く最も楽観的である。一方、「建設
業」は「やや悪い」が 66.7%と突出して高く、最も悲観的である。「製造業」「卸売業」「小売業」は「やや悪い」「悪い」の合

計がいずれも 40%超と高く、慎重な見方をしている。「サービス業」は「良い」「やや良い」の合計が 25.0%、「やや悪い」「悪
い」の合計が 32.1%で比較的中立的な見通しとなっている。 

 

② ２０２５年の自社の業況(景気)見通しについて、全業種では 52.2%が「普通」と回答し、中立的な見方が多い。「良い」「やや
良い」の合計は 19.1%で、日本の景気見通しよりもやや楽観的である。「やや悪い」「悪い」の合計は 28.6%で、業況悪化を懸
念する企業も一定数存在する。業種別では、「不動産業」「サービス業」にて「良い」「やや良い」の合計がそれぞれ 41.7%、

32.1%と高く、比較的楽観的である。一方、「卸売業」は「やや悪い」が 46.7%と高く、厳しい見方となっている。 
 
③ ２０２５年の売上額伸び率見通しについて、全業種では「変わらない」が 51.5%と過半数を占め、現状維持を見込む企業が多

い。増加を見込む企業の合計は 33.8%で、減少を見込む企業の合計 14.7%を大きく上回り、成長が見込まれている。業種別で
は、「サービス業」の増加予想が 50.0%で最も強気である。「建設業」は他業種と比較し二極化が顕著で、増加予想(28.6%)と
減少予想(42.9%)に分かれる。小売業は「変わらない」が 59.1%と最も高い他、その他の回答が 10%未満の増加または減少に留ま

っており、現状維持の見方が強い。 
 

④ 自社の業況が上向く転換点の見通しについて、全業種では「すでに上向いている」が 27.6%と最も多く、次いで「業況改善の見

通しは立たない」が 24.6%となっており、転換点の見通しが二極化している。6ヶ月〜2年後を見込む企業は合計 34.3%で比較的
短期での好転見通しも少なくない。業種別では、「不動産業」と「卸売業」では「すでに上向いている」との回答がそれぞれ
50%、40%と多く、回復基調が顕著である。一方、「建設業」「小売業」にて「業況改善の見通しは立たない」がそれぞれ

42.9%、33.3%と高く、厳しい状況が続く見方が強い。 
 
⑤ 信用金庫業界に期待する脱炭素への取組み等について、全業種では、信用金庫業界に期待する取組みについて「特にない」が

39.3%と最も高いものの、「事例の紹介(20%)」や「行政からの支援内容の紹介(18.5%)」など、情報提供への期待も高い。取組
状況に関しては 70.4%が「知らない」と回答し、周知不足が課題である。業種別では、信用金庫業界に期待する取組みについて
「不動産業」「小売業」「卸売業」にて「事例の紹介」が高く、「建設業」「製造業」にて「行政からの支援内容の紹介」が高

い。取組状況については、「サービス業」と「建設業」にて「知っている」がともに 40%超と他業種と比べて高い。 
 
 

 

（特別調査データ） 

【問１】貴社では、 ２０２５年の日本の景気をどのように見通していますか。次の中から 1つ選んでお答えください。 

                                              単位：％ 

項目 全体 製造業 卸売業 小売業 ｻｰﾋﾞｽ業 建設業 不動産業 

１．非常に良い - - - - - - - 

２．良い 1.5 - - - 3.6 - 8.3 

３．やや良い 12.6 7.7 - 13.6 21.4 - 33.3 

４．普通 44.4 46.2 53.3 40.9 42.9 33.3 41.7 

５．やや悪い 34.1 40.4 33.3 36.4 21.4 66.7 16.7 

６．悪い 7.4 5.8 13.3 9.1 10.7 - - 

７．非常に悪い - - - - - - - 

  

特別調査  
「２０２５年（令和７年）の経営見通し」 
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【問２】貴社では、２０２５年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。次の中から 1つ選んでお答えく

ださい。 

                                                 単位：％ 

項目 全体 製造業 卸売業 小売業 ｻｰﾋﾞｽ業 建設業 不動産業 

１．非常に良い - - - - - - - 

２．良い 5.1 1.9 - - 10.7 14.3 16.7 

３．やや良い 14 9.6 6.7 18.2 21.4 - 25 

４．普通 52.2 55.8 46.7 45.5 53.6 57.1 50 

５．やや悪い 25.7 28.8 46.7 27.3 14.3 28.6 8.3 

６．悪い 2.9 3.8 - 9.1 - - - 

７．非常に悪い - - - - - - - 

 

 

【問３】２０２５年において貴社の売上額の伸び率は、２０２４年に比べておおよそどのくらいになると見通していま

すか。次の中から 1つ選んでお答えください。 

                                                 単位：％ 

項目 全体 製造業 卸売業 小売業 ｻｰﾋﾞｽ業 建設業 不動産業 

１．３０％以上の増加 - - - - - - - 

２．２０～２９％の増加 2.2 - - - 3.6 14.3 8.3 

３．１０～１９％の増加 6.6 7.7 6.7 - 10.7 - 8.3 

４．１０％未満の増加 25 21.2 26.7 27.3 35.7 14.3 16.7 

５．変わらない 51.5 50 53.3 59.1 50 28.6 58.3 

６．１０％未満の減少 11.8 17.3 6.7 13.6 - 28.6 8.3 

７．１０～１９％の減少 2.2 3.8 6.7 - - - - 

８．２０～２９％の減少 - - - - - - - 

９．３０％以上の減少 0.7 - - - - 14.3 - 

 

 

 

【問４】貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。次の中から 1つ選んでお答えくだ

さい。 

                                              単位：％ 

項目 全体 製造業 卸売業 小売業 ｻｰﾋﾞｽ業 建設業 不動産業 

１．すでに上向いている 27.6 21.6 40 14.3 39.3 - 50 

２．６か月以内 5.2 5.9 6.7 - 7.1 - 8.3 

３．１年後 13.4 17.6 6.7 4.8 10.7 28.6 16.7 

４．２年後 15.7 11.8 26.7 28.6 14.3 14.3 - 

５．３年後 10.4 11.8 - 19 7.1 14.3 8.3 

６．３年超 3 5.9 - - 3.6 - - 

７．業況改善の見通しは立たない 24.6 25.5 20 33.3 17.9 42.9 16.7 
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【問５】脱炭素化への取組み（具体的な例は下の枠の中をご覧ください。）についてお伺いします。 

 

脱炭素化に向けた取組みの事例 

情報提供：コスト削減事例の紹介、行政からの支援内容の紹介 

現状把握：ＣＯ２排出量の算出サービスの紹介 

計画策定：省エネ診断の紹介、ＣＯ２排出量削減計画の策定支援 

対策実行：ＬＥＤ・高効率空調・太陽光発電の導入支援 

資金供給：サステナブルファイナンス（ＳＤＧｓ・脱炭素化対応融資） 

 

貴社は、脱炭素化に向けて、信用金庫業界に対して期待する取り組みはありますか。1〜8の中から最も当てはまるも

のを 1つ選んでお答えください。また。貴社は、信用金庫業界が地域のために積極的に上の枠の取組みを行っている

ことを知っていますか。9〜0の中から 1つ選んでお答えください。 

                                            単位：％ 

項目 全体 製造業 卸売業 小売業 ｻｰﾋﾞｽ業 建設業 不動産業 

【信用金庫業界に期待する取組み】 

１．事例の紹介 20 13.5 26.7 27.3 18.5 14.3 33.3 

２．行政からの支援内容の紹介 18.5 23.1 6.7 22.7 7.4 28.6 25 

３．ＣＯ２排出量の算出 1.5 1.9 - - 3.7 - - 

４．省エネ診断 3 - 13.3 4.5 3.7 - - 

５．削減計画の策定 3 3.8 - 4.5 - - 8.3 

６．設備導入支援 9.6 13.5 6.7 4.5 14.8 - - 

７．サステナブルファイナンス 4.4 3.8 6.7 - 7.4 14.3 - 

８．特にない 39.3 40.4 40 36.4 40.7 42.9 33.3 

【信用金庫業界の取組状況】 

９．知っている 25.9 23.1 13.3 22.7 40.7 42.9 16.7 

０．知らない 70.4 75 86.7 77.3 55.6 42.9 66.7 
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調査の概要 
 

 

１、調査時期 令和６年１２月中旬 

 

２、調査方法 面接聴取調査 

 

３、調査の対象と回収状況 

 

 

  調査対象事業所数 有効回答事業所数 

製造業 53 52 

卸売業 15 15 

小売業 22 22 

サービス業 28 28 

建設業 7 7 

不動産業 12 12 

合計 137 136 

 

 

 

 

４、未集計事業所数  
倒産・ 

廃業 

事業 

転換 
移 転 

不在が

続く 

調査 

拒否 

取引 
解消 

休 業 その他 合 計 

 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

製造業     1    1 

卸売業         0 

小売業         0 

サービス業         0 

建設業         0 

不動産業         0 

 


